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食事の際にフードド
ライブのお話や食べ
物の大切さを教える

毎月１ 回 0

月1回ＳＤＧｓの勉
強会

毎月１ 回 0

2030年度 2021年度

回

回

2022年度あかしＳＤＧｓパートナーズ実績報告書

１．2030年までに
  達成したいこと

・テイクアウトで使う使い捨ての弁当箱・袋・お箸を止める。
・参加している子ども、大人が一緒にお互いの人権を尊重し認め合う
関係を作るとともに食を通して、安心して過ごせる居場所で遊んだり
勉強したりしながら、地域の人たちとつながる場所として確立する。 ３．関連する

　ゴール

２．取組の概要

・「和坂かにっこ食堂」でＳＤＧｓについてどんな取り組みが
出来るか勉強をする。(勉強用小冊子を作成する)
・使い捨ての弁当箱、レジ袋、割り箸を廃止しごみの削減及び
食品ロスを意識した食材購入、調理を心がける。

和坂かにっこ食堂ボランティアグループ 記入日 2023年(令和5年)4月7日

(3)

５．取組結果

こども食堂で「ＳＤＧｓ」に取り組むということは大変良いことであったと思
うが、体制が1ヶ月もしくは2～3ヶ月に1度しか参加しない子どもたちもいる状
況なのでゆっくり、何度でも勉強会をする必要があると感じている。また、こ
ども食堂で勉強会をして子どもが自宅に持ち帰りご家族で話し合いをする、そ
して「頑張った賞」があることで親子で楽しみにしてもらっている。

４．主な取組の達成状況

(1)

テイクアウトで使用している使い捨ての弁当箱、
レジ袋、割り箸を廃止し、繰り返し使える弁当
箱、手作りの弁当袋を作成し使用する。割り箸は
使用しない。キルティングの布で小冊子やお手紙
を入れる袋を作成した。

回
100%

①目標値 ②当初値 ③実績値

(2)

・フードドライブで頂いた食材で調理をする、食材
は賞味期限にこだわらず手前の商品から購入する。
・「食べ残しをしない」運動のチラシを校区内の小
学校、幼稚園に配付予定であったが内容を変更し
「こども食堂からのお知らせ」で400枚を配付し
た。

①目標値 ②当初値

６．今後の課題
　　と取組

4.主な取組の達成状況欄(1)については2022年度で100％の達成となっているの
で、今後はそれ以外の(2)フードロスを意識した活動の取り組みや(3)ＳＤＧｓ
の勉強会の充実と子どもたちが安心して集い、参加することが楽しみになるよ
うな「良い居場所」づくりなどに力を入れたい。

2021年度 2022年度 2023年度

連携希望
ＳＤＧｓに関する子どもたちが喜びそうな、興味の
持てる団体があれば連携を希望します。

問合せ先

・和坂かにっこ食堂でＳＤＧｓ勉強会の小冊子を
作成し(100部作成済)勉強会をする。(毎月1回)
・出来たことを継続してもらうため称賛のポイン
トシールを貼り(頑張った賞)、楽しみながらＳＤ
Ｇｓの取組を増やしていく。 2030年度

団体名：和坂かにっこ食堂ボランティアグループ
電　話：(078)927-6000
メール：uezumi@gold.ocn.ne.jp
担当者：上住 久美子

12 回

2022年10月 2021年度 2022年度 2023年度

①目標値 ②当初値 ③実績値

使い捨て弁当箱・レ
ジ袋・割り箸の廃止

３つとも 廃止 ー 廃止 ３つとも 廃止 廃止
100%

③実績値

回
100%

2022年度 2023年度

12 回

様式 3
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